
Power2Net Keepalive設定方法 
 

Power2Netは telnetセッションを通じ各種設定をすることが出来ます。 

 

1） コマンド(DOS)プロンプトより telnetで Power2Netにアクセスする。 

 

telnet xxxx.xxxx.xxxx.xxxx (Power2Net IPアドレス) 改行 

 
 

2） login名を入力する 

login:root  改行 

 



 

3） パスワードを入力する 

初期値は  pass  改行 (英数小文字)です。 

 

 

4）telnetのメイン画面が表示されます 

 

 



5） 変更したいセッション設定画面を表示します。 

下記例は TN5250E セッション 1の場合です。 

=>4 改行と入力し Tn5250e Configured Parametersを表示 

 

 

=>1 改行 1改行 と入力し TN5250E Session 1を選択 

（セッション 2を選択したいときは 1改行 2改行） 

 



 

=>4改行 と入力し Session Parametersを表示 

 

 

=>9改行 と入力し Keep-Alive Frequencyを表示 

=>分単位で時間を入力し改行 8改行 

 

 

 

 



6）改行を 2回押すと、telnetのメイン画面が表示されます 

 

 

=>15改行 と入力し end処理をします。 

 

 

 



=>1改行 と入力し save処理をします。 

 

 

 

「ホストとの接続が切断されました」と表示され Power2Netが再起動することをご確認く

ださい。 

 

再起動後、Power2Net本外側面のテストボタンを押し（５秒間押す）、テスト印刷をしてく

ださい。変更の個所をご確認ください。 

 

 

 


